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１．はじめに
　エジプト南部の都市ルクソールは、古代には
テーベとして知られる宗教および政治の中心地
であった（図１、２）。テーベの西岸には、「王
家の谷」の名で知られる新王国時代の歴代の王
墓地、数千基におよぶ当時の貴族の墓、王の葬
祭殿などがあり、1979年の第３回ユネスコ世界
遺産委員会で「古代都市テーベとその墓地遺跡 

（Ancient Thebes and its Necropolis）」として
世界遺産に登録されている（図３）。ナポレオ
ンのエジプト遠征以降、古代エジプトの遺跡や
遺物が欧米人の関心の的となり、多くの貴重な
古代の遺物が流出していった。テーベの西岸は、

古代エジプトの一大ネクロポリスであるが故に
無尽蔵の古代の墓や遺物を擁しており、19世紀
初頭以来この場所では古代の墓を住居として暮
らす人々が増加し、クルナ村という集落が形成
され、盗掘が繰り返されてきたのである。20世
紀の中頃までに、クルナ村は古代の墓地全体を
覆い尽くすまでになり（図４）、盗掘活動だけ
でなく、村民の生活排水やゴミが遺跡に悪影響
を及ぼすことから、エジプト政府は遺跡内に生
活する人々の移住を進めてきた。そして、1979
年にテーベ西岸の墓地遺跡は世界遺産に登録さ
れ、その保存のために古代の景観の復元が推奨
されるようになった。しかし、一方でクルナ村
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は19世紀初頭からの文化や社会の伝統が約200
年間続き、テーベ西岸の墓地遺跡の文化的景観
の一部になっていたにも関わらず、上記の理由
により2010年までにほとんどの住居が撤去さ
れ、人々も新しく建設された村への移住を余儀
なくされた。これによって、岩山に穿たれた古
代の墓のみの景観となり、およそ200年に渡る
クルナ村の人々の歴史がほとんど抹殺されてし
まったのである。
　本稿では、ルクソール西岸の遺跡に暮らし続
けたクルナ村の人々の歴史、世界遺産登録後の
村の変遷、そして移住後の村人が抱える問題に
ついて解説し、世界遺産を抱える地域住民の問
題について考察したい。

２．世界遺産ルクソールの古代遺跡
　古代都市テーベは、中王国時代（前2100年頃）
から古代エジプトの政治および宗教の中心地で
あった。特に新王国時代（前1550〜1069年頃）
に最盛期を迎え、当時の国家神であったアメン
神の総本山である東岸のカルナク神殿やルクソ
ール神殿の建築活動が活発になった。ナイル川
の西岸には、「王家の谷」をはじめとする王や
貴族の岩窟墓群や王の葬祭殿群が築かれ、幅約
６kmの広大なネクロポリス、つまり死者の町
を形成した。テーベは、新王国時代以降も国家
神アメン信仰の中心地としてギリシア系の王朝
であるプトレマイオス朝時代頃まで発展し、西
岸のネクロポリスにも多くの墓が造り続けられ
た。古代エジプト王朝時代の造墓活動が途絶え
た後、コプト時代になるとテーベ西岸の古代の
神殿などの遺構のいくつはキリスト教の修道院
となり、修道僧は隠遁生活の場として、古代の
岩窟墓を住処とした。しかし、やがて７世紀の
中葉にイスラーム教が布教されると、生活環境
の悪いテーベ西岸の遺跡は人々の記憶から忘れ
られるようになった。

３．ルクソール西岸の古代遺跡とクルナ村
　古代テーベのネクロポリスが位置するルク
ソール西岸は今日クルナ村として知られてい
る。18世紀末のフランスのナポレオンによるエ
ジプト遠征後は、ヨーロッパで薬として売られ

たミイラや墓の副葬品を盗掘し、不法に売買さ
れた歴史がある。古代の遺物が欧米人に高価で
売買できることを知った現地の住民は、水の供

図２　ルクソール遺跡地図

図３　空から見たテーベ・ネクロポリス（住居撤去後）

図１　エジプト全図。赤枠のルクソール西岸が本稿で
扱う世界遺産の位置である。
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給が困難であるにも関わらず、古代の墓を住処
とし、盗掘を行うようになった。こうした状況
から、ヨーロッパのエジプト学者の中には先入
観を持ってクルナ村の住民を盗賊だとみなして
きた研究者もいた。一方で、クルナ村はエジプ
ト学の歴史と密接に関わっていたことも事実で
ある。エジプト学の父と呼ばれる18世紀や19世
紀のヨーロッパの研究者は村に居住し、村民た
ちと生活を営んでいた。たとえば、1798年から
1799年のナポレオンのエジプト遠征に随行した
ヴィヴァン・ドノンは古代の墓に住む村人との
やり取りについて記録している（Denon, 1803, 
vol. II: 86-97, 196-197; vol. III: 28-32, 47-88）。英
国エジプト学の父とされるジョン・ガードナ
ー・ウィルキンソン卿は、1821年から1833年ま
でクルナ村で暮らしていた。彼の住んだ家には
その後も英国の研究者が滞在し、調査研究活動
を続けていた。さらに村民は、外国の考古学者
の発掘調査の主要な作業員として重用されてき
た。例えば、有名なツタンカーメン王墓を発掘
した英国の考古学者ハワード・カーターの発掘
調査時の写真を見ると、多くの現地住民が発掘
調査の作業員として働いている様子がわかる。
発掘調査の作業員の多くは、古代の墓を住居と
して暮らしていた。ハワード・カーターがツタ
ンカーメン王墓を発見する前の1899年に上エジ
プトの遺跡局長に任命された時、彼は、当時の
エジプト考古局長官であったガストン・マスペ
ロからテーベのネクロポリスの遺跡の保存状態
を報告するように命じられ、クルナ村にある古
代の墓を盗掘から護るために墓の入口に木製
あるいは鉄製の扉の設置を推進した（van der 
Spek 2011:150）。さらにカーターの後継者であ
ったアーサー・ウェイゴールは、遺跡の保護の
ために壁画の描かれた岩窟墓に住む住人を移住
させた。さらに、次に上エジプトの遺跡局長と
なったエンゲルバッハは、1912年の遺跡保護法
により、古代の墓は政府に帰属するものであり、
墓に住む村民を「不法居住者」とみなしている

（van der Spek 2011:152）。しかし、２度の世界
大戦中は、クルナ村を監視するエジプト考古局
の査察官が存在せず、外国の考古学者による発
掘調査も継続されなかったことから、古代の墓

における村民の不法居住は拡大し、古代の墓の
上に日乾煉瓦の家屋を建設するまでになり、古
代の遺物の盗掘活動も増加した（van der Spek 
2011:146-147）。特に1937年から1942年にかけて、
クルナ村の住民による盗掘により多くの古代の
墓が著しく破壊されたため、エジプト政府は古
代の墓地に住む村民の移住を計画した。そのよ
うな中で、1947年にエジプト人建築家ハッサン・
ファタヒにより「新クルナ村」が建設され、移
住が試みられたが、クルナ村の村民の抵抗にあ
い、失敗に終わってしまった（Fathy 1973）。

４．世界遺産登録とクルナ村
　1979年の第３回世界遺産委員会でルクソール
の遺跡は、「古代都市テーベとそのネクロポリ
ス（墓地遺跡）」としてユネスコの87番目の世
界文化遺産に登録された1。これによりネクロポ
リスにあるクルナ村の住居は、世界遺産の範囲
内に存在することになってしまった。1982年に
世界銀行の観光開発部門のコンサルタントの奨
励により、1984年に墓地遺跡から離れたクルナ
村の北部に「新クルナ村」の建設が開始された。
建設の目的は、墓地遺跡のある石灰岩丘陵の人
口密度が増加したことと、観光の促進のために
墓地遺跡の古代の景観の復元が望まれたからで
あった。地質調査によっても墓地遺跡のある丘
陵の石灰岩の状態が脆弱であり、当該地域に生
活する村民の排水により、古代の墓に物理的な

1 　Ancient Thebes and its Necropolis, UNESCO: 
http://whc.unesco.org/en/list/87

図４　墓地の上に並ぶクルナ村の住居
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被害をもたらすことが明確となった。したがっ
て、長期的に人々が生活することによりもたら
される排水やゴミの廃棄は、当該地域の遺跡の
保護に悪影響を及ぼすことになると認識された
のである。1994年に当時のムバラク大統領によ
って「新クルナ村」がオープンすると、クルナ
村の住民は移住に激しく抵抗した。彼らの多く
はエジプト考古最高評議会（現、エジプト考古
省）にガード、修復師などとして雇われていた
にも関わらず、同時にアラバスターという石材
で古代の遺物のレプリカのお土産を作る職人と
して、あるいはそれらを売るお土産屋を営んで
生計を立てていた者が多く（図５、図８）、移
住によって観光地である遺跡から離れることに
よって、彼らの生活に経済的なダメージを負う
ことになってしまうからであった。
　1994年11月に上エジプト一帯を豪雨が襲い、
当該地域が壊滅的な影響を受けたことで、住居
を失い「新クルナ村」に移住することを余儀な
くされた村民がいたが、その後も移住が促進さ
れなかったため、エジプト政府は「新クルナ村」
に新たに建設した約1500軒の住居を満たすため
にブルドーザー等でクルナ村の住居を撤去し、
250世帯を移住させた（Hassan 1997）。さらに、
1997年にはクルナ村の中心部に位置するディー
ル・アル＝バフリーのハトシェプスト女王葬祭
殿にてテロ集団による観光客の襲撃事件が起き
たことで、移住への圧力が強化された。そこで、
ユネスコの世界遺産委員会は、1998年にクルナ
村の村民の移住が滞っていた状況に懸念を示し
た。ところが、2000年代になると、近現代にテ
ーベのネクロポリスに作り続けられた住居も文
化遺産として捉えられ、これらの近現代の住居
を含めた文化的景観としてのクルナ村の重要性
が認識された2。しかし、遺跡内に住民の住居が
存在することに問題視した当時のエジプト政府
は、2006年よりクルナ村の遺跡内の住居の大規
模な撤去を開始した。
　クルナ村の住居の撤去が開始されると、外国
人や撤去に反対するエジプト人考古学者を中

2　2001年 の ユ ネ ス コ 委 員 会 の 勧 告 は、http://whc.
unesco.org/en/decisions/5890を参照。

図５　クルナ村のアラバスター工房と土産店

図６-１　住居撤去前のクルナ村の衛星画像（2002年）

図６-２　住居撤去後のクルナ村の衛星画像（2009年）

図６-３　旧クルナ村と「新クルナ市」
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心に村と住民の生活文化の保全のための活動
“QURNA DISCOVERY”が開始され、資料館
も作られた3。また、ユネスコ世界遺産委員会は、
クルナ村の実質的な破壊は現代の保存修復の観
点から受け入れられないと勧告したが4、2010年
までに村の大部の住居が撤去され、住民は北部
の「新クルナ村」が発展した形態の「新クルナ
市」に移住を余儀なくされたのである5。Google 
Earthの人工衛星の画像でも明確にわかるよう
に、この年を境にクルナ村の景観が著しく変わ
ってしまった（図６−１〜３）。

５．ルクソールの人々の生活と遺跡観光、
考古学調査

　クルナ村の住民の住居の大規模な撤去によっ
て、テーベ・ネクロポリスのこれまでの社会的
景観が失われ、住民のコミュニティも破壊され
た。古代の遺跡だけが残り、発掘調査を続ける
考古学者には都合が良くなったが、クルナ村の
住居が撤去され、人々が「新クルナ村」に移住
したことにより、過去約200年の間に形成され
た重層的な文化的景観が消失してしまった（図
７）。
　2017年１月に筆者が行った現地住民のインタ
ビューでは、新しい住居を与えられて便利にな
ったと喜ぶ者もいれば、子供の頃から慣れ親し
んだ昔の家に戻りたいと嘆く者もいた。25年前
に初めて会った時、13歳だったカーリッドとい
う名の男性は、今でも昔のクルナ村にあった家
の近くで土産屋を営んでいる（図８−１）。「新
クルナ市」へ移住する際には政府から王家の谷
のヴィジターズ・センターに併設された土産物
屋（図９）に店舗をあてがってもらえるとの話
だったが、開業させてもらえないため昔の家の
近くに戻ってきたという。村の移転は、村その
ものの均質化、近代化だけでなく、労働環境の
変化ももたらしている。

3　http://www.qurna.org/discovery.html
　 現在では、この資料館も撤去されている。
4　注２を参照。
5　現在では、クルナ村南西部に位置するクルナト・ム
ライ地区のみに村民の住居が残されている。ただし、
村民は居住しておらず、維持管理が課題となっている。

図７　住居撤去後のクルナ村シャイク・アブド・アル
＝クルナ地区

図８-１　住居撤去後に元あった場所に造られた土産店
（2017年１月撮影）

図８-２　土産物を作る村民（2017年１月撮影）

図８-３　土産店内（2017年１月撮影）
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　政府が建設したヴィジターズ・センターに併
設して土産物屋などが配置され、政府主導で文
化資源活用のための整備は進んでいるが、果た
して現地住民の生活に還元されているかは大い
に疑問である。

６．おわりに
　ルクソール西岸のテーベ・ネクロポリスは、
学術的にも観光資源としても非常に価値の高い
古代エジプト王朝時代の遺跡であるが、盗掘、
遺物の不法売買、遺跡環境の悪化などの負の歴
史があったとは言え、約500年間にわたって営
まれたクルナ村とその人々の生活も遺跡の文化
的景観の一部である。クルナ村については、も
う既に手遅れであるが、テーベ・ネクロポリス
の一部として景観をある程度残し、文化資源と
して活用することは可能だったのではないか。
これまで、外国の調査隊としてクルナ村で考古
学的発掘調査に関わってきた一人として、村の
危機的状況に対し無力であったことに自責の念
にかられてしまう。
　「新クルナ市」に移住した村民たちは、設備
は以前より充実してはいるものの、人工的な街
に住まわせられたため、これまでに培ってきた
文化的社会的伝統を維持することが困難であ
る。また、文化資源の活用も政府主導となり、
地域住民が自発的に活動しにくくなってしまっ
た。今後は、住民自らがいかにして世界遺産を
保護し地域振興に活用できるのかを考えていく
必要があろう。
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図９　王家の谷のヴィジターズセンターに併設された
土産店（2017年１月撮影）


